




























































































































共　 通　 目　 標
研修教育内容／時間 （％）
農業改良普及員 生活改良普及員
・普及職員個 々の資質お ・普及関係一普及方法，普及技術， ・普及方法教育 －42時間 （38％）
よび能力の向上を図る 農村社会，農民心理，農民指導 ， ・生活技術教育－24時間 （22％）
・普及職員 を通 じた普及 普及計画等の立て方及 びクラブ活 ・基礎学教育－27時間 （24％）
事業の進捗 と問題点の 動の方法 ・其の他 －18時間 （16％）













































































































共　 通　 目　 標
研修教育内容／時間 （％）
農村 セマウル指導者 農村婦女指導者
・セマウル運動 の先導要 ・セマウル精神啓発－20時間 （20％） ・講論教育 －8時間 （31％）
員の精鋭化 ・セマウル事業－27時間 （26％） ・参与式教育－8時間 （31％）
・精鋭指導者の自助的運 ・分任討議－18時間 （17％） ・生活教育 －5時間 （19％）
動展開，助長等を樹 立 ・見学－18時間 （17％） ・教育行事 －5時間 （19％）
させる。 ・成功事例－14時間 （14％）
・国家安保及び経済－7時間 （6％）
資料：『セマウル運動10年史』，『セマウル運動30年史』を基に作成
も担った（27）。こうした農漁村セマウル婦女指導者は，「水源セマウル指導者研修院」で開設されたセ
マウル婦女指導者教育課程を受けた。しかしこの課程では，男性セマウル指導者課程には存在してい
た国家安全保障や国家経済問題に関する内容が減らされており，その反面，家庭間題と貯蓄問題など
が強調されていた（28）。またセマウル婦女指導者の研修期間については，セマウル指導者課程の研修
期間が十一日（104時間）であったのに対し，婦女指導者は二泊三日（26時間）の日程で，「セマウ
ル運動の理念具現」，「婦女指導者としての役割と使命意識」，「住民指導能力とセマウル事業の推進技
法の培養」といった三大目標を設定し教育を行った（表2）。
婦女指導者は特別な任用条件と資格試験がなく，村で徳望と財力がある存在として女性の啓蒙教育
を先導した。このような婦女指導者は，村社会の上下関係を維持しながら，村の事業に女性たちを動
員させる媒介者として農村近代化のリーダーの役割を果たした。特に，女性指導者たちがセマウル事
業を展開する中で，戦略上に利用した女性共同体組織は行政的・財政的費用を節約しながら，家庭合
理化を図ろうとする政府の意図に合った政策的な動員手段組織にもなった。
一方婦女指導者による組織の教育活動は，国家による強制動員ではあったが，活動の主体としての
生活改善をはじめとした積極的な事業推進であったために，農村女性が自立的・内発的な存在へと成
長するきっかけとなった。また，社会参加が少なかった農村女性たちは，仲間との交流によって情報
交換の場が持てるようになり，集団活動を通して互いに刺激し合い，成長していくことができ，社会
参加への足場ともなった。さらに共同目標を達成するうちに，新たな人間関係を作ることもでき
た（29）。
上述したようにセマウル婦女指導者は，農村女性組織を通して活躍し，政府機関の代理人としての
役割を果たした。また，婦女指導者は組織活動を媒介とした女性の啓蒙教育の施行とリーダーとして
の村の統率・指揮を通じ，政府だけではできない農村女性の統制及び情報の伝達者としての役割を果
たした。一方，「セマウル婦女会」は女性の社会参加を促すとともに，新たな人間関係構築の足場と
もなった。このように婦女指導者と女性組織の役割により，農村女性たちは自立的・内発的な存在へ
と成長ができ，女性の地位向上と地域社会へ貢献できる農業大として必要とされた。しかし，村人か
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ら尊敬され徳望が高かった存在であった農村女性指導者の活動は，官主導の受動的リーダーシップと
形式主義の成果中心的リーダーシップという限界も持っていた。
おわりに
本研究の目的は，国家の啓蒙教育事業として展開された生活改善運動とセマウル運動を通じ，農相
女性組織と婦女指導者を分析することで，日本と韓国における農村女性教育の展開と性格，そして意
義を考察することであった。
1では，日本における生活改善運動の拠点と農相女性教育について検討した。第二次世界大戦前，
日本の農村女性組織は一元化された官製女性団体で，女性自らの教育活動を通じ結成された組織では
なく，軍・官の男性官僚によって主導された官製組織という限界性を持っていた。しかし第2次世界
大戦後に結成された「生活改善グループ」は，アメリカの生活改善普及事業に倣ったものであり，
「考える農民」という育成論に則った「民主的」な組織として全国各地で結成された。そして，農民
の自覚と意欲を養い，主体的な活動の促進を目標に，講演会・巡回指導を推進するなど，啓蒙教育的
方法をグループ活動に導入した計画的な女性組織であった。特に同グループを媒介にし，女性たちは
自発的なグループ活動を通じ，民主的・自立的教育活動を行い，互いに教え合った。また，科学的・
合理的学習を通じ，意識変化ももたらされた。そして相互に助け合う協同精神の滴菱により，円満な
人間関係の構築，ひいては積極的なグループ参画を促し，農村女性たちの協同性，社会性，自律性を
発展させていった。その結果，農村女性の社会的・経済的地位向上にも影響を及ぼした。
一方敗戦後，生活改善運動は「貧困削減」を基本的な目標として推進されたが，その背後には，工
業育成優先政策によらず女性を核心として，農業のみならず生活改善・環境衛生・栄養などの農村開
発政策の推進による貧困脱出を図った国家経営的背景があった。即ち農村女性がリーダーとなり，
様々な「改善の営み」を積み重ねることによって農村復興を国家事業として達成しようとした。
即ち農村女性がリーダーとなり，様々な「改善の営み」を積み重ねることによって農相復興を達成し
ようとした。こうした農村開発の主導的役割を遂行した農村女性は，生活改良普及員という生活関係
職員を通じ，知識技術の普及と指導のみならず，女性たちに自立性を滴養させようとした。こうした
生活改良普及員は農村女性に対し，直接に働きかけ，農相女性自ら考え行動し，自分の生活環境をよ
くする能力開発ができるように，援助者としての役割を果たした。さらに，「生活改善グループ」を
通じ，女性の自立・地位向上に貢献するように，農村女性の意識に変化を与えた。
2では，韓国におけるセマウル運動の拠点と農村女性教育について検討した。韓国における最初の
農民組織は，1920年に設立された「朝鮮農会」が発端であった。しかし，女性が公に社会参加がで
き，自我発展の場として農村組織の中で本格的に活躍できたのは，1971年「農業婦女会」の設立と，
1973年の「セマウル婦女会」という農村女性組織の結成からであった。こうした「セマウル婦女会」
は，農村女性の精神啓発と，所得に関係がある生活改善の側面における啓蒙教育を実施し，地域社会
における婦女者啓蒙教育を通じ，女性たちの自己能力の向上を図った。
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一方，韓国経済の成長は工業優先政策に基づき，労働力の極大化，賃金の最小化を国家戦略として
行ったもので，農村開発においては男性農業大に加重された社会的労働の負担は，次第に女性に対す
る社会的労働の分担が増加し，女性の本格的なセマウル事業への活動が要求されるようになった。
特に婦女指導者は村で徳望と財力がある存在として，女性の啓蒙教育を先導し，村社会の上下関係
を維持した。また村の事業に女性たちを動員させる媒介者として，農村近代化のリーダーの役割を果
たした。例えば，女性に各家庭における貯蓄の重要性を訴えるなどといった生活上の教育とともに農
漁村の衣食住生活の科学化教育を実施するなど，生活改善事業の成功を図った意識改造教育・知識普
及教育を行った。
以上のセマウル運動と生活改善運動の視点からみた農村女性教育の特徴を検討すると，両運動の女
性教育は，女性指導者が先頭となり，生活改善をはじめとする普及教育が推進されてきた。特に両運
動の農村女性組織は，国家の考案のもとで教育活動を始めたが，次第に参加意欲が強い女性たちによ
って自律的な結束がみられ，r自らが共通学習目標を持ち，自一己教育事業の実践場と－して活用された。
結論としては，生活改善運動における農村女性教育は，国家と都道府県の協力下で「貧困削減」を
基本的な目標として推進されてきた普及教育であった。その役割を担ってきた生活改良普及員は，農
村女性のリーダーとして知識技術の普及と指導を通じ，農村復興教育を実践した。また，こうした教
育事業の展開のために利用された「生活改善グループ」は，農村女性に対し，実践を基礎としたもの
で，共同学習の創造を通じ，自ら考え，自ら行動し，自己実現ができるという教育的役割を果たし
た。
一方セマウル運動における農村女性教育は，農村女性の労働力に対する革命政府の積極的活用とい
う戦略上の政策であった。その役割を遂行してきたセマウル婦女指導者は，「セマウル婦女会」を通
じ，女性たちの啓蒙・教育事業を担当し，農村女性に対する教育の機会を提供した。また，政府だけ
ではできない農村女性の統制及び情報の伝達者としての役割を果たし，村の内的結束力を高めた。し
かし軍事政権の手先で，官主導の受動的指導方式と形式主義の成果中心的指導方式をもって女性たち
の教育事業を推進してきた限界性もあった。
以上，日韓における両運動は国家政策であったにもかかわらず，本論の事例が示したように，事業
の教育的活動を通じ，農村女性の協同性・自律性・社会性を培養する契機となった。その結果，両運
動の共通点としては，農村女性における社会的地位向上，農村の民主的生活方式に寄与するという結
果をもたらした。一方両国における農相女性の事業参加については，日本の生活改善運動の方が女性
自ら自覚し，自ら実践した自律的参加の傾向が著しくみられたといえる。
注（1）経済開発5カ年計画は，1962～81年まで4次にわたって行われ，1982年からはその名称が経済社会発展計
画に変更された。すなわち，1982～86年の第5次，1987～91年の第6次，1992～96年の第7次経済社会発
展5カ年計画に展開された。斗山東亜『斗山百科事典』斗山東亜を参照。
（2）内務部は1948年，政府樹立当時，政府組織法の法律第1号として設置された中央行政機関である。1998年
2月28日に政府組織法改定により，内務部と総務処の機能を統合して行政自治部が新設され，廃止された。
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前掲『斗山百科事典』を参照。
（3）佐々木嘉彦「農家生活の近代化をめぐって」『農村生活研究』通号8（1），農村生活研究学会，1964を参
照。
（4）鈴木裕子『日本女性運動資料集成』不二出版，1995を参照。
（5）村落社会研究会『農地改革と農民運動』時潮社，1955を参照。
（6）「農協婦人部」（1948）は，1951年に単位組織の全国的な統括組織として「全国農協婦人団体連絡協議会」
を発足し，現在に至る。
（7）全国農業改良普及協会『普及事業の五十年』協同農業普及事業五十年記念会，1998を参照。
（8）静岡県で施行された共同事業の事例を基にして作成した。農業改良普及事業十周年記念事業協賛会『普及
事業の十年』農業改良普及事業十周年記念事業協賛会，1958を参照。
（9）前掲『普及事業の十年』を参照。
㈹　五つの任用条件とは，一つ目はカレッジを卒業したもの，二つ目は農業に通暁したもの，三つ目は農民に
対し，同情を有し農民とともに働く能力を有するもの，四つ日は40歳以下でできれば25～30歳，五つ目は
正直，精力家，隠し立てのない，熱心，健康などの条件があげられた。前掲『普及事業の五十年』を参照。
（11）国内研修，海外研修，ブロック研修，生活改良普及員通信講座，都道府県の緊急課題対応研修などが行わ
れた。農林水産省『協同農業普及事業年次報告書』（1975）農林省を参照。
仕功　蓮見音彦『農村社会学』東京大学出版会，1973を参照。
03）資料は全国農業改良普及協会『普及事業の十年』，『普及事業の三十年』1978を参照。
（14）前掲『普及事業の五十年』を参照。
（15）朝鮮農会は，日本が朝鮮農民を搾取するために設立した農相団体である。
個　韓国の行政区城を大きい順に並べると，特別市，広域市，市，郡，邑，面，洞のように区分することがで
きる。これに対し，日本は都道府県，市，町，村に分けることができる。
鋼　セマウル研究会『セマウル運動十年史』内務軌1980を参照。セマウル運動中央会『セマウル運動三十年
史』セマウル運動中央会，2000を参照。
（嘲　ある農村女性の話を基に作成したもので，女性たちは共同活動を通じて，自己開発・自己能力向上はもち
ろん社会的・心理的満足感まで得ることができたことについて述べている。鄭慶均『家族計画母の会研究』
大韓家族計画協会，1987を参照。
個　五つの部署は「総務部」，「生活改善部」，「家族計画部工「教養指導部」，「家庭経済部」である。
初　4組織は「生活改善倶楽部」，「婦女教室」，「家族計画母親会工「セマウル婦女会」である。
糾l　セマウル研究会『セマウル運動十年史，資料編』内務部，1980を参照。
幽　組織数が前年（1991）対比の約29％である105，993グループが増加した。前掲『セマウル運動三十年史』
を参照。
幽　前掲『セマウル運動十年史』を参照。
糾　黄仁政『韓国の総合農村開発』韓国農村経済研究院，1980を参照。
鍋　前掲『セマウル運動十年史』を参照。
幽『家庭の友』は，「家族計画母親会」という女性組織で組織活動に活用した月刊雑誌であった。内容は，主
に生活の知恵や地方のたよりであった。
帥　婦女指導者である鄭明圭の手記を基に作成したもので，村人に対する啓蒙教育及び精神啓発について述べ
ている。前掲『セマウル運動十年史，資料編』を参照。
幽　前掲『セマウル運動十年史，資料編』を参照。
餉　同上。
